
名 船 発 掘 く汽船〉

浅 香 山丸

戦後初の大平洋短時間横断

記録を樹立した高速貨 船

(主要目》貨物船、三井船舶所属、6,757総トン、

0′57重 量 トン、主機ディーゼル 2基、出力8′800馬力、

最高速力 9ノッノ、 937年 コックムス造船所(スウェーデン)建造

太
平
洋

の

″ブ

ル
ー

・
リ
ボ

ン
ク

″ブ
ル
ー

・
リ
ボ
ン
″
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
北

大
西
汗
横
断
航
路
を
最
短
時
間
で
横
断
し
た
客
船
に

与
え
ら
れ
る
称
号
で
あ
る
。

ご
く
最
近
ま
で
、
クブ
ル
ー

・
リ
ボ
ン
″
保
持
船

は
、
米
国
の
書
駄
天
客
船

「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

・
ス
テ

ー
ツ
」
で
あ

っ
た
。
同
船
が

一
九
五
二
年
に
樹
立
し

た
三
日
十
時
間
四
十
分

（平
均
速
力
三
五

・
五
九
ノ

ッ
ト
、
東
航
）
の
記
録
は
久
し
く
破
ら
れ
な
か
っ
た

が
、　
一
昨
年
六
月
に
、
シ
ー
キ
ャ
ツ
ト
型
双
胴
旅
各

フ
ェ
リ
ー

「
ホ
ー
バ
ー
ス
ピ
ー
ド

・
グ
レ
ー
ト

・
ブ

リ
テ
ン
」
が
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
外
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ

灯
船
か
ら
英
国
の
シ
リ
ー
島
ビ
シ
ョ
ッ
プ

・
ロ
ッ
ク

灯
台
ま
で
を
二
日
七
時
間
五
十
四
分

（平
均
速
力
二

六

・
六
ノ
ッ
ト
）
で
走
破
。
二
十
八
年
ぶ
り
に

「
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド

・
ス
テ
ー
ツ
」
の
記
録
を
と
り
か
え
た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
。

一
方
、
目
を
大
Ｙ
洋
に
転
じ
る
と
、
北
太
平
洋
横

断
航
路
に
つ
い
て
も
、
大
西
洋
の
よ
う
な
華
や
か
さ

は
な
い
が
、
″ブ
ル
ー

・
リ
ボ
ン
″
と
称
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
貨
物
い
の
ス
ピ

ー
ド
記
録
で
あ
る
。
現
在
の
大
平
洋
に
お
け
る

″ブ

ル
ー

・
リ
ボ
ン
″
保
持
船
は
、
米
国
シ
ー
ラ
ン
ド
社

の
Ｓ
Ｌ
７
型
コ
ン
テ
ナ
ー
船

「
シ
ー
ラ
ン
ド

・
コ
マ

ー
ス
」
で
、　
一
九
七
三
年
に
平
均
速
力
二
十
二

・
二

六
ノ
ッ
ト

（束
航
）
と
い
う
記
録
を
成
し
て
い
る
。



戦
前
の
記
録
で
は
、　
一
九
二
八
年
十
月
に
国
際
汽

船
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
貨
物
船

「金
宰
丸
」
が
、

横
浜
―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
を
十
日
十
二
時
間
二

十
九
分

（平
均
速
力

一
七

・
九
二
ノ
ッ
ト
）
で
走

っ

た
の
が
最
高
で
、
こ
れ
は
、　
一
九
五
三
年
六
月
に
大

阪
商
船
の

「
め
き
し
こ
丸
」
が
、
十
日
十
時
間
四
十

七
分

（平
均
速
力

一
八

・
〇
五
ノ
ッ
ト
）
で
横
断
す

る
ま
で
、
十
五
年
間
破
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
め
き
し
こ
丸
」
が
新
記
録
を
達
成

す
る
前
年
の
こ
と
。
戦
前
の

「金
華
丸
」
に
匹
敵
す

る
快
速
で
、
太
平
洋
を
突

っ
走

っ
た
船
が
あ
る
。

戦
後
の
高
速
貨
物
船
隊
復
興
の
先
駆
け
と
な
っ
た

こ
の
船
の
名
は
三
井
船
舶
の

「浅
香
山
丸
」。
炎
上

し
た
外
国
船
を
買
い
入
れ
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
貸

物
船
と
し
て
再
生
さ
せ
た
と
い
う
変
わ
り
種
で
あ

Ｚつ
。前

身

は
遠
州
灘

で
炎
上
し
た
外
国
貨
物
船

「浅
香
山
丸
」
の
前
身
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
老
舗
船

会
社
Ｗ

・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
セ
ン
社
の
貨
物
船

「
タ
リ

ス
マ
ン
」
で
あ
る
。
こ
の
船
は
、　
一
九
二
七
年
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
ッ
ク
ム
ス
造
船
所
で
建
道
さ
れ
た

も
の
で
、
当
時
十
八
隻
あ

っ
た
同
社
船
隊
中
の
最
優

秀
船
で
あ
っ
た
が
、　
一
九
五
〇
年
二
月
に
静
岡
県
清

水
か
ら
香
港

へ
向
け
て
出
航
直
後
、
遠
州
灘
で
炎
上
。

十
日
間
燃
え
続
け
た
の
ち
、
東
日
本
重
工
横
浜
造
船

所
に
つ
な
が
れ
て
い
た
。

組
大
ゴ
ミ
同
然
と
な
っ
た
こ
の
船
を
、
三
井
船
舶

は
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
額
に
近
い
値
段
で
入
手
し
、
横
浜

か
ら
三
井
造
船
玉
野
製
作
所
に
曳
航
。
約
二
億
円
を

投
じ
て
修
理
し
て
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
用
の
定
期

貨
物
船
と
し
て
更
生
さ
せ
た
。

三
井
船
舶
が
購
入
前
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

炎
上
船
は
船
体
が
ほ
と
ん
ど
駄
目
で
、
外
板
も
大
部

分
取
り
替
え
を
必
要
と
し
た
が
、
火
災
発
生
と
同
時

に
機
関
室
に
注
水
し
た
た
め
、
主
機
は
無
傷
と
い
う

情
報
だ

っ
た
。
同
船
の
主
機
は
Ｍ
Ａ
Ｎ
型
デ
ィ
ー
ゼ

ル
ニ
基
。
合
計
出
力
八
千
八
百
馬
力
。
十
八
ノ
ッ
ト

は
優
に
出
る
と
い
う
高
速
貨
物
船
で
あ
っ
た
。

三
井
船
舶
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
寸
前
の
同
船
に
目
を
つ

け
た
最
大
の
理
由
は
、
こ
の
再
生
使
用
可
能
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
主
機
に
あ
っ
た
。
当
時
、
も
し
こ
れ
と
同
規

模
の
高
速
貨
物
船
を
新
造
し
た
と
す
れ
ば
、
十
数
億

円
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
三
井
船
舶
は
、
非
常
に
安

い
買
い
物
を
し
た
わ
け
だ
。

大
平
洋
横
断
十
日
十
八
時
間

三
十
分

一
九
五

一
年
六
月
、
六
カ
月
間
の
修
理
で
再
生
し

た

「浅
香
山
丸
」
は
、
神
戸
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
向

け
て
初
航
海
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
時
点
で
、
同
船

に
比
属
し
う
る
船
は
、
戦
前
派
の

「有
馬
出
丸
」
と

「聖
川
丸
」
の
二
隻
だ
け
で
あ
っ
た
。
数
隻
の
高
速

船
を
含
む

「第
六
次
計
画
造
船
」
の
船
ぶ
ね
が
就
航

す
る
の
は
、
そ
の
数
力
月
後
で
あ
る
。

高
速
貨
物
船
の
絵
舞
台
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
定

期
航
路
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
五

一
年
七
月
の

こ
と
で
あ
る
。
同
月
十
五
日
付
け
毎
日
新
聞
（夕
刊
）

に
、
″待
望
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路

へ
二
船
″
と
い

う
見
出
し
で
、
航
路
再
開
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
記
事
が
出
て
い
る
。

「戦
後
初
の
ニ
ュ
ー
コ
ー
ク
航
路
に
今
月
中
に
、
一二
、

四
日
の
間
を
置
い
て
三
ば
い
の
船
が
次
々
と
就
航
し

て
国
民
の
期
待
に
応
え
る
が
、
船
の
速
度
や
そ
の
他

の
関
係
か
ら
必
ず
し
も
早
く
出
帆
し
た
船
が
先
に
着

く
と
は
限
ら
ず
、
″先
着
は
わ
が
社
の
船
だ
″
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
化
を
誇
る
船
会
社
の
意
気
込
み
も
繊
り

ま
ぜ
て
、
い
ま
や
三
国
の
先
陣
争
い
が
、
海
運
界
の

に
ぎ
や
か
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
…
…
」

三
ば
い
と
は
、
飯
野
海
運
の

「右
島
丸
」、
日
本

郵
船
の

「平
安
丸
」
、
そ
し
て

「浅
香
山
丸
」
で
あ

る
。
結
果
的
に
は
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
入
港
の
栄
冠

を
得
た
の
は
、
最
初
に
日
本
を
出
た
三
隻
中
最
鈍
速

の

「若
島
丸
」
だ

っ
た
が
、
「浅
香
山
丸
」
は
こ
の

航
海
で
、
横
浜
―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
問
十
日
十
八

時
間
二
十
分

（平
均
速
力

一
七

・
六
二
ノ
ッ
ト
）
と

い
う
戦
後
初
の
快
記
録
を
樹
立
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
異
色
の
高
速
貨
物
船
は
、　
一
九
六
六
年
に
台

湾
に
売
却
さ
れ
て

「
チ
ョ
ン
・
ア
ン
」
と
改
名
。
三

年
後
の
一
九
六
九
年
に
大
阪
で
解
体
さ
れ
、
二
十
二

年
の
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

（山
口
　
辿
生
）


